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は払拭され、 すぐれた月経用品も開発され 、 か てとは天と地ほどの差がある。
 
               そしてテレビコマーシャルで盛んに見ることができるように、一見月経はオープンな現象になったような印象をかもしてい 。しかし現在でも月経について 隠す隠さ い二つの意見が存在し、また月経を表す名称はたくさん存在し、初経が低年齢化し、月経期間は長くなり、月経に伴う体調不良は増大す など、月経は現在でも非常にナーバス 現象である。現在では月経用品の発達によってより隠すことの きるものとなったため、何もなければ他人に知られずに過ご ことができる一方で、月経痛など 随伴症状の重い女性が増えている現状では隠せる状況にはないことも名称からよみとるこ
とができる。また月経に関する知識も思
















































































平安時代の文学作品を見ると「穢」 （ 『宇津保物語』 ） 、 「けがれ」 （ 『落窪

























































































































































   
江戸時代に月経の手当として用いられた褌様 月経帯が、馬の腹当
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ため、同じ要素を持つものをまとめて分類した。主要素とは一義的に同じ意味をもつと筆者が判断したもので、副要素は、一つの言葉に主要素を含めて複数の意味がよみ取れる場合に付した。また男女ともに知っている言葉や男子だけが知っている言葉に ＊※などのマークを付し、由来や理由 確認できた のも載せておいた。
 
  実数として把握しているわけではないが、多くの女性は基本的に「生



















































































もみられる。貧血や血が足りな 、腹痛といった そのままあらわした言葉や幕末のペリー来航の衝撃にかけて重 月経痛を表現したり、


















































































































































































       今考えても、生理って言うのがなんで恥ずかしかったのか不思議なんですよね。
 
 
       なので、 生理について発言するのに恥じらいがない人は 「生理」
 
 
       ちょっと恥じらう人は「アノ日」
 

























































































 ③にあるように、根本的に生理は俗称であるにもかかわらず、そのことを認識していない人も多くいる。そしてぼかして表現するのは、気遣いやマナーであると言った意見が複数みられ、筆者は電車で化粧することの是非を問うのと同じ な感覚 あ ような気がしてしまう。また②③の「排泄」 「汚物」にみられるように、命を授かるための重要な生理現象という意識より、月経回数が飛躍的に なった現代におい は、月
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俗学会第六四回年会にお て「月経の伝承」と うタイトルで口頭発表した内容の半分に加筆したものである。当日は時間を見誤 十分な質疑応答を受けることができなかったことを反省している。
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